
既存の空気弁ボール止水栓既存の空気弁ボール止水栓既存の空気弁ボール止水栓既存の空気弁ボール止水栓    配水配水配水配水 PEPEPEPE 管専用空気弁ボール止水栓管専用空気弁ボール止水栓管専用空気弁ボール止水栓管専用空気弁ボール止水栓    
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※シールテープ等のシール剤を 

 取付けてねじ込みして下さい。 

 

    

 

 本書は当社の、水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンドを正しく施工するための注意書です。施工する前

によく読んで、内容を理解した上で作業を進めて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

〇お問合せ・ご用命は、下記へ 

 

 

本社  〒１５２－８５１０ 東京都目黒区鷹番２丁目１４番４号  （０３）３７１６-１５１１（代表） 

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｑｓｏ．ｃｏ．ｊｐ 

※当取扱説明書は、製品改良のため変更することがあります。 

≪サドルの取付、穿孔時の注意事項≫≪サドルの取付、穿孔時の注意事項≫≪サドルの取付、穿孔時の注意事項≫≪サドルの取付、穿孔時の注意事項≫    

・サドルのボルト・ナットの締付けを確実に行って下さい。締付けトルクは・サドルのボルト・ナットの締付けを確実に行って下さい。締付けトルクは・サドルのボルト・ナットの締付けを確実に行って下さい。締付けトルクは・サドルのボルト・ナットの締付けを確実に行って下さい。締付けトルクは    

    表表表表1111 の通りです。の通りです。の通りです。の通りです。    

・必ず手動穿孔機を使用し、専用のホルソーを使用して下さい。・必ず手動穿孔機を使用し、専用のホルソーを使用して下さい。・必ず手動穿孔機を使用し、専用のホルソーを使用して下さい。・必ず手動穿孔機を使用し、専用のホルソーを使用して下さい。        

・電動穿孔機では施工しないで下さい。穿孔部の不具合、破損または切片の・電動穿孔機では施工しないで下さい。穿孔部の不具合、破損または切片の・電動穿孔機では施工しないで下さい。穿孔部の不具合、破損または切片の・電動穿孔機では施工しないで下さい。穿孔部の不具合、破損または切片の    

    落下のおそれがあります。落下のおそれがあります。落下のおそれがあります。落下のおそれがあります。    

・穿孔の際は、手動穿孔機・穿孔の際は、手動穿孔機・穿孔の際は、手動穿孔機・穿孔の際は、手動穿孔機1111 型及び手動穿孔機型及び手動穿孔機型及び手動穿孔機型及び手動穿孔機2N2N2N2N 型、簡易穿孔機型、簡易穿孔機型、簡易穿孔機型、簡易穿孔機HP1HP1HP1HP1 型を使用して下さい。型を使用して下さい。型を使用して下さい。型を使用して下さい。    

    手動穿孔機手動穿孔機手動穿孔機手動穿孔機1111 型及び手動穿孔機型及び手動穿孔機型及び手動穿孔機型及び手動穿孔機2N2N2N2N 型の場合、鋳鉄サドル用シャンクを使用して下さい。型の場合、鋳鉄サドル用シャンクを使用して下さい。型の場合、鋳鉄サドル用シャンクを使用して下さい。型の場合、鋳鉄サドル用シャンクを使用して下さい。    

（識別：緑色ラベル、及び刻印の表示があるもの）（識別：緑色ラベル、及び刻印の表示があるもの）（識別：緑色ラベル、及び刻印の表示があるもの）（識別：緑色ラベル、及び刻印の表示があるもの）    

 

水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンド水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンド水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンド水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンド    取扱い上の注意取扱い上の注意取扱い上の注意取扱い上の注意    

≪ボール止水栓取り付け注意≫≪ボール止水栓取り付け注意≫≪ボール止水栓取り付け注意≫≪ボール止水栓取り付け注意≫ 

 ・・・・水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンドへ直接取り付ける際は、水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンドへ直接取り付ける際は、水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンドへ直接取り付ける際は、水道配水用ポリエチレン管用空気弁サドル・バンドへ直接取り付ける際は、必ず、配水必ず、配水必ず、配水必ず、配水 PEPEPEPE 管専用の管専用の管専用の管専用の    

空気弁ボール止水栓を使用して下さい。空気弁ボール止水栓を使用して下さい。空気弁ボール止水栓を使用して下さい。空気弁ボール止水栓を使用して下さい。 

・・・・既存の空気弁ボール止水栓を使用すると、全高が高くなり、穿孔ストローク不足により、完全に穿孔既存の空気弁ボール止水栓を使用すると、全高が高くなり、穿孔ストローク不足により、完全に穿孔既存の空気弁ボール止水栓を使用すると、全高が高くなり、穿孔ストローク不足により、完全に穿孔既存の空気弁ボール止水栓を使用すると、全高が高くなり、穿孔ストローク不足により、完全に穿孔    

できません。できません。できません。できません。    

    ・サドルに空気弁用ボール止水栓をねじ込む際は、ねじ部（・サドルに空気弁用ボール止水栓をねじ込む際は、ねじ部（・サドルに空気弁用ボール止水栓をねじ込む際は、ねじ部（・サドルに空気弁用ボール止水栓をねじ込む際は、ねじ部（R1 1/4R1 1/4R1 1/4R1 1/4）にシールテープ等のシール剤を）にシールテープ等のシール剤を）にシールテープ等のシール剤を）にシールテープ等のシール剤を    

取付けてねじ込みして下さい。取付けてねじ込みして下さい。取付けてねじ込みして下さい。取付けてねじ込みして下さい。    

表表表表 1111    ボルトと締付けトルクボルトと締付けトルクボルトと締付けトルクボルトと締付けトルク    

ボルトの呼びボルトの呼びボルトの呼びボルトの呼び    締付トルク締付トルク締付トルク締付トルク    

M16M16M16M16    40N40N40N40N・・・・mmmm    

 


